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⽂部科学省 中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部会（第 153 回）配付資料（令和７年８⽉７⽇）
が注目されています。https://www.mext.go.jp/b̲menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/mext̲00032.html 

☆【資料２】「教員採用選考に係る第一次選考の 共同実施について」はニュースでも報道されました。 

 
〇参加⾃治体数 ５１⾃治体 ※現時点での協議会への参加数であり、議論を踏まえた詳細な制度設計の結果、

最終的な共同実施への参加数は異なる可能性がある。 ※各⾃治体の最終的な共同実施への参加、不参加に
ついては未確定であるため、参加⾃治体名については非公表。 

〇共同実施の開始時期 令和９年度実施の教員採⽤選考からの実施を目指して議論  
〇協議会における当⾯の論点 ◎試験実施⽇について◎試験の実施科目について ◎作問を外部委託する際の費

⽤負担について ◎各⾃治体における問題確認等の作業分担について 等 

  

変わる教員採用試験 令和９年度実施の教員採用選考からの実施を目指して議論



相談室へ 
相談 

 
つまり、令和９年度実施の教員採⽤選考について、共通問題配布⽅式による共同実施開始に向けて議論して

いるということです。そして、将来は、統⼀試験⽅式の導⼊が検討されるということです。 
⇒２年⽣にとって⼤きな変更点となります！今後の報道を注目していきましょう！ 
報道はこの変更点をクローズアップされていますが、他にも注目点はあります。議事次第を⾒てください。 

 
⇒まだ間に合う！学校ボランティアに積極的に参加し実績をつくりましょう！ 

                                 これは⾒過ごしてはなりません。 

  

 

資料１－３（１） 教員資格認定試験の在り⽅、 
 ○ 教員資格認定試験の⽅式について、現状では⼀次試験・⼆

次試験当⽇の成 績によって合否が決まるが、試験の構成内容

として⼀定の学習プログラムの受講 や成果確認の結果を取り

⼊れていくことについて、どのように考えるか。 

 教師⼒向上の研修受講や履歴の評価、また試験合格後の
⼊職をスムーズにするための現場実習など、様々な専門
性を持つ⽅が教師としての資質を⾝につけていけるよう
な試験の在り⽅についても今後検討していくべきではな
いか。 

 学校現場での経験を踏まえ、実技試験を重視した形での
試験形態も考えられるのではないか。 

○ 教員資格認定試験を通じて教員免許を取得した者も含め、

教師として採⽤ 前の者に学校現場を体験したり、実践⼒を⾼
めたりする機会を設けることについてどう考えるか。 

 採⽤前の段階で、学校現場での実践的な経験を積む機会
を提供することは、本⼈にとっても、学校現場にとって
も非常に有益。特に、これまで教育実務の経験がない⽅
については、学校に過度な負担をかけることなく、短期
間でも現場を体験できるような制度設計が求められる。 

探究活動例が他多数掲載されています。 
いかがですか？ 
⽂科省中央教育審議会と経団連の目指す
⽅向は⼀致しているのです。 

上記「目指す姿」⾚字
は着目必須事項‼来年度の教員採⽤選考
に向け、多様性に加え・好奇⼼・探究⼼
を中⼼に個を磨く教育⽅法について、
経験と取組を踏まえて考えてみましょ
う。（経験は作りましょう！） 

９⽉の TRY 


